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　県総務部は６日付で、条件付一

般競争入札で実施する「知事公館

・公舎屋根改修ほか工事設計業務」

を公告した。申請書の提出期限は

13日午後５時で、入札は22日に行

われる。

　この業務は、知事公館・公舎屋

根改修ほか工事に係る設計一式を

行うもの。委託期間は105日間を

予知している。

　知事公館・公舎は盛岡市東中野

町80地内にあり、敷地面積は１万

6483.26平方㍍。施設は鉄筋コン

クリート造平屋建てで、床面積は

742.96平方㍍。

　主な業務内容を見ると、屋根改

修工事では屋根修繕、軒天修繕、

雨樋修繕など。その他小修繕では、

エントランスポーチ屋根・コンク

リート部修繕、エントランス階段

塗装修繕、庭側小階段修繕、附属

棟水槽カバー撤去・屋外階段修繕、

敷地内塀表面コンクリート修繕な

どを想定している。予定工事費は

2136万円。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県企業局は、「柏台発電所水圧鉄

管橋脚保護測量設計業務委託」を

入札した結果、東日設計コンサル

タントが787万円で落札した。履

行期間は24年３月15日まで。

　業務対象地域は、八幡平市松尾

寄木地内。

　同業務では、同発電所水圧鉄管

の橋脚周辺が著しく洗堀されてい

ることを受け、橋脚の保護と安定

を目的とした設計を実施する。

　業務内容は基準点測量４点、現

地測量一式、路線測量0.08㌔、橋

梁詳細設計（重力式橋脚）１基、

橋梁詳細設計（場所打杭）１基、

護岸詳細設計50㍍。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽建築主、住所、建築場所、用途、

構造・階数（Ｗ＝木造　Ｓ＝鉄骨

造　ＲＣ＝鉄筋コンクリート造）、

面積、設計、施工

県南広域振興局土木部　　　　　

▼８月14日

▽シオノギファーマー㈱金ケ崎工

場工場長西舘修　金ケ崎町西根

森山7番地金ケ崎中部工業団地

同　工場（自動車修理工場を除

く、廃棄物保管庫テント膜）大

規模の修繕　Ｓ１　420.00㎡　

太陽工業一級建築士事務所　太

陽工業

▼９月１日

▽東亜リース㈱代表取締役社長菊

地浩一　奥州市水沢工業団地1

丁目1番地　同佐倉河字東大畑5

2-1、52-2、52-5、52-6、52-

7、53、56-1、57-1、58-1、61

-2、61-3　倉庫業を営まない

倉庫（（仮称）ヤマト運輸㈱岩

手奥州営業所）新　Ｓ２　1483

.65㎡　大和ハウス工業北日本

流通一級建築士事務所　大和ハ

ウス工業北日本支社

▽三協フロンテア㈱仙台支店支店

長松原大司　宮城県名取市増田

字柳田198-1　金ケ崎町西根本

宮後41番　事務所（奥州北店）

新　Ｓ２　171.69㎡　三協フロ

ンテア一級建築士事務所　三協

フロンテア

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は７日付で、一般競争入札で

実施する一関地区道路改良舗装工

事を公告した。申請書の提出期限

を14日午後２時。入札の締め切り

は22日午後２時、開札は12月18日

午前９時10分となっている。（関

連７面）

　工事場所は一関市萩荘地内で、

工期は24年８月30日まで。工事内

容は、道路土工1700立方㍍をはじ

め、擁壁工120㍍、排水構造物工

一式、構造物撤去工一式、舗装工

１万500平方㍍、道路付属施設工

一式となっている。

　同工事の工事実施形態を見る

と、総合評価落札方式（施工能力

評価型・Ⅱ型）やＩＣＴ活用工事

（土工【施工者希望Ⅱ型】）のほ

か、受注者の発案による施工手順

の工夫などの創意工夫による生産

性向上の取り組みを推進する「生

産性向上チャレンジ」の試行対象

工事に指定されている。

　入札参加資格としては、▽東北

地方整備局における「一般土木工

事」Ｃ等級の23・24年度一般競争

参加資格の認定を受けていること

▽08年４月１日以降に、元請けと

して完成・引き渡しが完了した、

次の要件を満たす工事【道路（高

速自動車国道、一般国道、都道府

県道、市町村道）における排水構

造物工】の施工実績を有すること

▽岩手県内に建設業法の許可（当

該工事に対応する建設業種）に基

づく、本社（本店）が所在するこ

と―などを設定している。

　東北農政局北上土地改良調査管

理事務所は７日付で、国営造成水

利施設ストックマネジメント推進

事業馬淵川沿岸地区大志田ダム安

全性調査業務を公告した。申請書

の提出期限は21日午後５時。技術

提案書の提出期限と入札の締め切

りは12月６日午前11時30分となっ

ている。（関連７面）

　同業務では、馬淵川沿岸農業水

利事業で造成された大志田ダムに

おいて、揚圧力上昇に伴う安全性

を検討するための資料作成を行

う。履行期限は24年３月19日とな

っている。

　同業務は、総合評価落札方式・

実施方針重視型の対象業務をはじ

め、技術提案の評価項目に新たに

「履行確実性」を乗じて技術評価

を行う試行対象業務、ワーク・ラ

イフ・バランス等推進企業を評価

する業務となっている。

　主な参加資格は、東北農政局に

おける23・24年度一般競争（指名

競争）参加資格の測量・建設コン

サルタント等のうち「Ａ等級」で

「建設コンサルタント」の参加資

格の認定を受けている者―などを

設定している。

県総務部　　　　　　　　　　　

　県総務部は６日付で、条件付一

般競争入札で実施する知事公館・

公舎屋根改修ほか工事設計業務を

公告した。入札参加希望者は入札

参加申請書を、同部管財課設備担

当に、13日17時までに持参により

提出すること。入札は22日に行わ

れる。

▽知事公館・公舎屋根改修ほか工

事設計業務

施行地　盛岡市東中野町80

期　限　105日間

業務内容　知事公館・公舎屋根改

修ほか工事に係る設計一式

入札参加資格　建築関係コンサル

タント業務に登録され意匠を申

請業務としている者で、盛岡広

域振興局の所管区域に本店また

は営業所（岩手県内に本店を有

する者の営業所に限る）を有す

ること。2013年４月１日以降に、

元請けとして、鉄骨鉄筋コンク

リート造または鉄筋コンクリー

ト造の建築に係る設計業務また

は工事監理業務の受注実績を有

すること

参加申請書の受付　2023年11月13

日17時まで

入札日時　2023年11月22日10時

………………………………………

県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は７日付で、総合評価落札方

式で実施する国・107号杉の沢橋

ほか橋梁補修工事を公告した。入

札参加希望者は入札参加申請書を

電子入札システムにより15日正午

までに提出すること。入札は30日

を予定している。

▽国・107号杉の沢橋ほか橋梁補

修工事（簡易２型、ＣＣＵＳ活

用モデル工事）

施行地　住田町世田米字小股地内

工　期　2024年３月15日まで

工事内容　[杉の沢橋]橋長50ｍ、

舗装打換え工386㎡、断面修復

工１式、橋梁塗装工160㎡、[荷

（７面へつづく）

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　山川に風のかけたるしがらみは…

　という百人一首の和歌を、昔、学校で丸暗記した。

　この季節、川の流れを見ていると、紅葉した葉が、

瀬の石の間を埋めるようにたまっているのを見るこ

とがある。時には、流れをせき止めて。「しがらみ」

のようになっている。

　しがらみ、について調べると、古代から使われる

工法の一つとして紹介される。木や竹、枝などを組

んで川の中に設置し、流れを堰き止めて、導水や護

岸のための水制工として用いられた。遺跡の様子か

ら、稲作の始まった弥生時代のころから使用されて

いたと言われている。現在、土砂の流出止めに使わ

れるしがら柵、しがら工のイメージではなく、流れ

の中に設置して水位や流れの向きを変える工法が、

古代の和歌に出てくるしがらみになるようだ。

　しがらみ、は日常生活でもよく使う言葉だ。「しが

らみがあって○○できない」「しがらみがない」な

どと、人生の岐路を判断する条件の一つにもなって

いるようだ。

　しがらみ、に関する和歌は、たくさんあるらしい。

しがらみが邪魔して思いが伝わらない、とか、反対

に、しがらみになるものがなくて、心が移ろってい

くとか、奈良や京都に都があった時代の人たちにと

って、流れを変化させるしがらみは身近なものだっ

たようだ。

　現代では、いろいろあって無視できない関係性な

どを「しがらみ」と表現している。ただ、「しがらみ

がない人生」には、引っかかるものがなさすぎて物

足りない、という評価を感じて自嘲的になる。

　何十年かぶりに関西旅行に行った際、明日香川を

見に行った。古今和歌集の明日香川の和歌がわかり

やすくて、千年前の人の年末の感覚に共感できるこ

とがうれしくなり、ぜひ一度、明日香川を見てみた

いと思っていた。

　明日香川に向かう前に寄った長谷寺で、長谷観音

の由来を聞いた。

　初代長谷観音像は、琵琶湖から流出して、100年

以上かけて川を下りながら、とどまった場所ごとに

災厄をおよぼした流木だったそうだ。その大きさか

ら運搬もままならない大迷惑な流木を、えらいお坊

さんが観音像にしておまつりしたのが始まりという

ことだった。災厄、の説明はなかったが、流木災害

だったのだろうか。

　風のかけたるしがらみ、どころではない、超巨大

なしがらみだった流木が、立派な観音像になって信

仰を集めたのが長谷観音だという話に、信仰心はな

いが単純な私は感動を覚えた。

　流木の再利用方法について、国内外で研究が行わ

れているが、奈良の初瀬では、仏像にして地域振興

につながったということか。ただ、どんな流木でも

いいわけではなく、100年以上も災厄を引き起こす

くらいの存在感が必要で、仏の教えが災害を鎮めた、

という説明になるのだろう。
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